
当社は2030年に向けての取組みとして「SANKEN Challenge 2030」を2021年に策定し活動を進めて来ましたが、

2030年はもはや目の前にまで迫ってきました。

変化が激しく、厳しい社会情勢の中、持続可能な社会の実現を目指した取組みを今後も進めてまいります。

1.1

持続可能な社会をつくる

労働慣行
環境

公正な事業慣行
消費者課題

コミュニティ参画

地球環境を向上させる技術 ● 技術の新規開発 2件
● 自社開発技術の物件導入
 エコサラ 5セット
● 研究開発と技術協力 15件

● 技術の新規開発 1件
● 自社開発技術の物件導入
 エコサラ 3セット
● 研究開発と技術協力 16件

○

○
◎

● 技術の新規開発 2件
● 自社開発技術の物件導入
 エコサラ 5セット
● 研究開発と技術協力 15件

● 技術の新規開発　～ '30年度までの累計 2件（累計10件）
● 自社開発技術の物件導入　～ '30年度までの累計
 エコサラ 5セット（累計40セット）
● 研究開発と技術協力 15件

ZEBの推進 ● ZEBプランナー実績 5件
● 社内ZEBプランナー育成 本社1人 支社2人 各店1人
● ZEB物件の受注 受注目標 × 10％

● ZEBプランナー実績 1件
● 社内ZEBプランナー育成 6人 /全店
● 116.1億 /1,164億 9.97%

△
○
◎

● ZEBプランナー実績 3件
● 社内 ZEBプランナー育成 本社 1人 支社 2人 各店 1人
● ZEB物件の受注 受注目標 × 15％

● ZEBプランナー実績　～ '30年度までの累計 3件（累計25件）
● 社内ZEBプランナー育成　～ '30年度までの累計 本社1人 支社2人 各店1人（累計30人）
● ZEB物件の受注 受注目標 × 45％

SC排出量削減
 2023年度排出量
 Scope1+2 1,819t-CO2

 Scope3 898,925t-CO2

※ 2025年度にSBT認定申請に対応したGHG排出量算定方法
に見直したため排出量を修正しています

● SC排出目標値
  Scope1+2 1,559t-CO2

  Scope3 834,716t-CO2

● SBT認定取得
● TCFD提言に基づく情報開示

● SC排出量削減
 Scope1+2 1,613t-CO2

 Scope3 879,259t-CO2

● SBT認定取得 2026年1月申請中
● TCFD提言に基づく開示 WEBサイトに公開

△ ● SC排出目標値
 Scope1+2 3,275t-CO2

 Scope3 812,067t-CO2

● SBT認定継続
● TCFD提言に基づく情報開示継続

● '30年度パリ協定の水準と整合したSC排出目標値　（削減率は '23年度比）
 Scope1+2 2,084t-CO2 50%削減
 Scope3 682,136t-CO2 25%削減
● SBT認定継続
● SSBJ基準を参考に開示

1.2

発注者とともに地球の未来をつくる
GHG排出量調査と削減提案  支社2件 各店1件 支社0件 各店計6件 ○  支社2件 各店1件  支社2件 各店1件
信頼される製品とサービスの提供 ● 発注者目線の営業活動（完工目標30億あたり1件） 35件

● マルチスキルエンジニア（ME）の認定 支社2人 各店1人
● コンカレントエンジニアリング（CE）の実施（完工目標30億あたり1件） 35件
● 協力会社への発注（完工目標6億あたり1件） 176件
● オフサイト生産（完工目標50億あたり1件） 21件
● 施工の見える化（完工目標50億あたり1件） 21件
● SCS（施工管理システム）運用 1件 /支社各店

● 発注者目線の営業活動（完工目標30億あたり1件） 47件
● MEの認定 支社3人 各店計8人
● CEの実施（完工目標30億あたり1件） 69件
● 協力会社への発注（完工目標6億あたり1件） 214件
● オフサイト生産（完工目標50億あたり1件） 28件
● 施工の見える化（完工目標50億あたり1件） 12件
● SCS（施工管理システム）運用 13件 /5支店

◎
◎
◎
◎
◎
○
○

● 発注者目線の営業活動（完工目標30億あたり1件） 40件
● MEの認定 支社2人 各店1人
● CEの実施 完工目標金額の50％
● 協力会社への発注（完工目標6億あたり1件） 199件
● オフサイト生産（完工目標40億あたり1件） 30件
● 施工の見える化（完工目標40億あたり1件） 30件
● 新規物件活用（BIMデータ・ナレッジ運用）

● 発注者目線の営業活動（完工目標30億あたり1件） 40件
● MEの認定 支社支店社員 × 5％
● CEの実施 完工目標金額の90％
● 協力会社への発注（完工目標6億あたり1件） 
● オフサイト生産（完工目標10億あたり1件） 
● 施工の見える化（完工目標10億あたり1件） 
● 全現場活用（本運用・データ蓄積）

安定品質の実現 ● 繰り返し発生する品質事故 0件
● 支店担当による品質教育で社員と協力会社の意識と技術を向上 
 3回 /支社各店

● 繰り返し発生する品質事故 26件
●  支店担当による品質教育で社員と協力会社の意識と技術を向上
 3回 /1支社7店
 2回 /1店

△

◎

● 繰り返し発生する品質事故 0件
●  支店担当による品質教育で社員と協力会社の意識と技術を向上
 3回 /支社各店
● 品質検査記録のデジタル化を開発

● 繰り返し発生する品質事故 0件
● 支店担当による品質教育で社員と協力会社の意識と技術を向上 
 3回 /支社各店
● 品質検査記録のデジタル化を運用

お客さまのパートナーになる ● 民間元請受注の推進 受注目標 × 21％
● 民間改修工事受注の推進 受注目標 × 40％
● 管・電・建ワンストップ受注の推進 受注目標 × 10％

● 165.8億 /1,164億 14.2%
● 381.7億 /1,164億 32.8%
● 32億 /1,164億 2.7%

○
◎
△

● 民間元請受注 受注目標 × 21％
● 民間改修工事受注 受注目標 × 40％
● 管・電・建ワンストップ受注 受注目標 × 10％

● 民間元請受注 民間受注目標 × 40％
● 民間改修工事受注 受注目標 × 50％
● 管・電・建ワンストップ受注 受注目標 × 10％

環 境

E

テーマ 1　地球にやさしい未来をつくる

※ 全店：4本部1支社8支店

※評価凡例
　◎ 8 割以上の達成
　○ 5割以上8割未満の達成
　△ 5割未満の達成　「人つくり力」の強化と「現場力」の維持向上

2026年度　経営方針

2.1 健康経営の推進 健康経営優良法人認定の継続 健康経営優良法人認定の継続 2026年3月認定済 ◎ 健康経営優良法人認定の継続 健康経営優良法人認定の継続

人権
労働慣行

コミュニティ参画

2.2

多様性・公平性・包摂性（DE&I）の推進
 多様な人たちが能力に応じて
活躍できる職場づくり

● TMS（タレントマネジメントシステム）の活用 人材情報の利用法を全店展開
● くるみん認定 「仕事と育児の両立支援」による労働環境の改善継続
● 男性の育児参加　男性育休取得率 70％

● TMS（タレントマネジメントシステム）の活用 支社各店に利用法の展開済
● くるみん認定 「一般事業主行動計画」を策定・提出済
● 男性の育児参加　男性育休取得率 63％

◎
◎
◎

● TMS（タレントマネジメントシステム）の活用 大型現場メンバーの人選と配置
● くるみん認定 くるみん申請・認定
● 男性の育児参加　男性育休取得率 75％

● TMS（タレントマネジメントシステム）の活用 部門長および部署長の人選と配置
● くるみん認定 くるみん認定の継続
● 男性の育児参加　男性育休取得率 100％

2.3

デジタル技術とデータ活用による新たな価値の創出
物件データの収集・解析、発信・活用 ● 経営データの見える化と活用

 業績とSANKEN Challengeの見える化 システム開発
● 全社の設計Rebroフォーマット統一 全社フォーマットの収集
● 設計施工変換ソフト 変換ソフト開発

● 経営データの見える化と活用
  運用システム開発中 2026年度中に完成予定
● 全社の設計Rebroフォーマット収集 収集済
●  設計施工変換ソフト開発、2026年1月設計施工変換ソフト全店展開

○

◎
◎

● 概算見積、営業情報、人事情報データベースのDX化構築

● 全社の設計Rebro統一フォーマット試験運用
●  設計施工変換ソフト試験運用

● 概算見積、営業情報、人事情報データベースのDX化運用

● 全社の設計Rebro統一フォーマット試験運用
●  設計施工変換ソフト運用

DXによる新しい価値の創出 ● SCS（施工管理システム）の構築・運用・支援
 オフサイト生産
 施工見える化 
 Autodesk Forma 試験運用
 施工シミュレーションシステム 開発開始

● SCSの構築・運用・支援
 オフサイト生産
 施工見える化      
 Autodesk Forma 開発・試験運用開始
 施工シミュレーションシステム 開発開始（プロトタイプ）

◎ ● SCSの構築・運用・支援
 オフサイト生産     拠点パートナー確立
 施工見える化      SHOU-BIM運用確立・データ取得
 Autodesk Forma 新規物件活用
 施工シミュレーションシステム 開発・試験運用

● SCSの本運用
 オフサイト生産     オフサイト生産最大化
 施工見える化      SHOU-BIM全運用・データ取得
 Autodesk Forma 全現場活用
 施工シミュレーションシステム 施工シミュレーションシステム運用

2.4

人を育てる
新プログラムによる研修の実施 ● 新プログラムによる研修の実施 ● 新プログラムによる研修の実施 営業研修実施、事務系研修新プログラム構築 ◎ ● 新プログラムによる研修の実施 事務系研修新設・実施 ● 新プログラムによる研修の実施 新プログラムによる研修と改善
建・電・管・情報の実務者育成と採用 ● 1級管工事以外（合格者数＋資格保有者採用者数） 6人 ● 1級管以外（合格者数＋資格保有者採用者数） 4名 ○ ● 1級管以外（合格者数＋資格保有者採用者数）  6人 ● 1級管以外 '21～ '30年度 資格取得者合計

 ・建築士、建施工、博士＋技術士 各10人
 ・電施工 20人
 ・通信施工 5人
 ・情報処理 3人

DX人材の育成 ● DX人材 本社10人、支社2人、各店1人
● ITパスポート合格（全社） 150人

● DX人材 本社2人、支社1人、6人 /5店
● ITパスポート合格（全社） 33人

△
△

● DX人材 各部門管理職 × 3％（累計）
● ITパスポート合格（全社） 各部門 × 12％

● DX人材 各部門管理職 × 10％（累計）
● ITパスポート合格（全社） 全社 × 60％（累計）

2.5
社会貢献活動および地域の災害支援活動 ● 社会貢献活動継続（各部門6回以上） 

● 災害協定継続（各店1件以上） 
● 社会貢献活動継続 89回
● 災害協定継続 17件

◎
◎

● 社会貢献活動継続（各部門6回以上） 
● 災害協定継続（各店1件以上） 

● 社会貢献活動継続
● 災害協定継続

社 会

S

テーマ 2　働きがいのある職場づくり

テーマ 3　透明で公正な事業活動

3.1 コーポレートガバナンスの強化 ● ガバナンス体制の評価・改善 ● コーポレートレポートにガバナンス体制を開示 ◎ ● ガバナンス体制の評価・改善 ● ガバナンス体制の評価・改善

組織統治
3.2

コンプライアンスの推進 ● CSR教育の実施
● コンプライアンス教育の実施
● 公益通報制度の適切な運用

●  グループ会社を含めたCSR教育を実施済
●  Legal Learning 実施（4回）、独占禁止法講習会実施
●  全店の選任者に向けた内部通報実務研修の企画・実施

◎
◎
◎

● CSR教育の実施
● コンプライアンス教育の実施
● 公益通報制度の適切な運用

● CSR教育の実施
● コンプライアンス教育の実施
● 公益通報制度の適切な運用

ガバナンス

G

2025年度 目標／指標 2025年度 成果 評価 2026年度 目標／指標 2030年度 目標／指標 ESG ISO26000中核課題マテリアリティ

1支社、8支店、1事業所運用説明実施運用のための支社各店説明
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